
令和7年度成田祇園祭写真コンテスト
入賞作品講評

推 薦 『じいじの晴れ舞台』 水島 伸夫

男衆が山車の上で見せる晴れやかな笑顔を見事に捉え、祭りの熱気
と迫力が伝わる一枚です。作品名「じいじの晴れ舞台」も印象的で、写
真の楽しさと祭りが市民から親しまれ愛されていることも感じさせます。



特選 『闘志満々』 名子屋 正紀

特選 『よっ！若頭！』 坂井田 富三

坂道を駆け上がる山車の先頭に立つ男衆の動きと、背景の情緒が祭りへ誘う気
持ちを呼び起こし、ブレを活かしたダイナミックな構図が印象的な作品です。

力強く山車を引く男衆の背中を捉え、スローシャッターで動きのダイナミックさを際
立たせ、狙い通りのピントが作品の完成度を高めています。



準特選 『祭りの始まりは‟スマホ”から』 川田 幾泰

準特選 『道ゆらし拓く』 石船 太基

タイトル通り、スマホで自撮りする若者たちのほほえましい表情を捉え、構成力の
光る一枚で、祭りを広い目線で見ているからこそ生まれた作品です。

モノクロで、上から全体を鮮やかに捉え、男衆が引く縄をシンメトリーに捉えること
で、メリハリのある印象深い作品に仕上がっています。



入選 １５点

『東町ブルーハーツ～未来は僕らの手の中』 新谷 雄一

『三人娘』 弘海 和良
山車を引く3人の女性を「3人娘」というテーマでまとめることで、バックグラウンドを
感じさせ、祭りへの思いを想像させる作品です。

少年たちが懸命に山車を引く姿が微笑ましく、青の法被が映え、子どもたちとギャ
ラリーの声が聞こえてくる作品です。



『伝統の重み』 畠山 和雄

『もうすぐ出番』 枻川 英俊

見過ごしがちな山車の車輪を大胆に捉えたインパクトのあるカットです。休憩の
一幕も写しつつ、伝統を車輪で表現した一枚です。

男衆の上半身を暗めの雰囲気で表現していることと構図の切り取りの不安定感
が逆に緊張感を生み出し、いい効果となっています。



『ねらえ！夏のごほうび』 大塚 裕子

『宵闇』 藤井 浩一

祇園祭の風物詩、おひねりを渡すシーンをユーモラスに切り撮った一枚。子どもの
はしゃぐ姿を上手く捉えています。

シロップで青くなった舌を出している女の子たち、楽しそうでお祭りの開放感が伝
わる。雑踏の中で一瞬のコミュニケーションでのスナップ力は見事です。



『夏まつり』 高橋 良雄

『君に届け！祭の鼓動』 岡野 成利

スマホを小道具に逆手に取る作品を鮮やかな空色で表現。祭りの山車だけでなく、
写真の送信相手にも思いを馳せる撮影者の感性も想像豊かでユニークです。

女の子たちの浴衣の後ろ姿とやや暗めのモノトーン調で表現することによって、
なんだか時代がタイムスリップしたような感覚を覚える街角スナップ写真です。



『夜の傘踊り』 川瀬 智

『開運橋からギオン祭』 福島 康弘
開運橋の上から撮影した作品のなかでも、絶妙な切り取りで欄干を入れたことで
深みが出ており、欄干の鈍い光の質感も良く表現されています。

夜の撮影は背景も暗くなりがちであるが、構図を放射状にすることにより全体を
華やかで奥行きと立体感を引き出しており、先頭の女性の表情も秀逸で華を添え
ています。



『総踊り』 諏訪 健二

『境内のお御輿』 青栁 幹市

総踊りは凡庸になりがちで難しいテーマだが、スローシャッターのブレを使い、動
きのある面白い表現となっています。この写真で祭りに興味をもち、参加してみた
いとの思いを持つ人もいるのではないでしょうか。

境内でのお神輿を担ぐ様子を切り撮った一枚。ぎっしりと観客がいるなかでのス
ナップは難易度が高いが、プリントの完成度も高く、高揚感と臨場感が伝わる作
品です。



『慣習』 林 昭

『ありがとう』 榎本 太樹

おひねりをやり取りする子どもと男衆の一瞬を撮影。まるで恋文を渡すかのよう
な必死さが伝わり、見る側はくすりと笑ってしまうような作品です。

祭りの緊張感と熱気の中で、ふと知り合いを見かけた時の一瞬の緩んだ笑顔は
人柄を表現しており、それをうまくとらえた作品です。



『参道を登り行く』 早川 留以
参道を一気に登る山車を切り撮った情緒的な一枚。彩度とコントラストを程よく上
げることで絵画のように表現となり、印象強い作品となっています。


